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金田町人の動き 

(4月l 日現在） 

世帯数 2. 6 0 9 

人 口 9. 4 70 

男 4. 634 女 4.836 

出 生 9 死 亡 7 

転 入 35 転 出 45 
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五
月
晴
れ
に
そ
び
え
る
こ
い
の
ぼ
り
 

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
 

春
の
交
通
安
全
運
動
が
五
月
 

十
一
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
 

の
十
日
間
、
全
国
一
 

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
 

町
民
の
み
な
さ
ん
 

次
の
こ
と
に
注
意
し
 

て
、
交
通
違
反
と
事
 

故
を
な
く
し
ま
し
よ
 

・つ。 
◆
交
通
ル
ー
ル
を
正
 

し
く
守
る
。
 

◆
歩
行
者
、
特
に
子
 

供
と
老
人
に
は
注
 

意
を
。
 

◆
二
輪
車
の
運
転
に
 

は
ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
 

、
一
、
、
に
．
●
？
●
●
「
●
、
、
ぐ
，
・
，
、
、
に
‘
‘
「
，
●
J
，
、
‘
，
、
‘
，
、
 

『
黄
色
い
帽
子
』
を
 

見
た
ら
運
転
注
意
 

新
人
学
児
童
一
六
一
名
に
対
 

し
「
黄
色
い
帽
子
」
が
贈
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
金
田
町
交
通
安
全
婦
 

人
部
会
が
お
子
さ
ん
達
の
安
全
 

を
願
っ
て
毎
年
寄
贈
し
て
い
る
 

も
の
で
、
こ
の
善
意
に
こ
た
え
 

る
た
め
に
も
金
田
町
か
ら
一
件
 

の
事
故
も
違
反
も
出
さ
な
い
よ
 

う
町
民
各
位
の
御
協
力
を
お
願
 

【 
神
 
崎
 
に
 
於
 
て
 
撮
 
影
 
】
 

い
致
し
ま
す
o
 

忘
れ
ず
に
。
 

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
 

◆
飲
酒
連
転
は
絶
対
し
な
い
。
 

（
免
許
取
消
し
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苗
を
植
え
る
月
、
早
苗
月
を
ち
じ
め
て
五
月
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一 

五
月
を
皐
月
と
い
う
。
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憲
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憩
注
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の
日
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議

会

だ

よ

り

 

議
 
会
 
事
 
務
 
局
 

日
 
①
昭
和
五
十
四
年
第
一
回
定
例
 

十
二
日
、
本
町
議
会
議
事
堂
に
 

招
集
さ
れ
、
九
日
間
の
会
期
に
 

よ
り
諸
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
 

れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
 

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

0
議
案
第
1
号
 
金
田
町
国
民
 

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
 

民
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
第
2
号
 
専
決
処
分
を
 

報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
こ
 

町
 

と
に
つ
い
て
 

専
決
第
一
号
 
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
六
号
）
 

補
正
額
六
四
、
六
八
九
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
第
3
号
 
昭
和
五
十
111 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
七
号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
五
一
一
、
四
七
四
千
 

円
の
減
額
 
《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
4
号
 
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
 

号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
 
八、 

一
〇
一
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

日
議
案
第
5
号
 
昭
和
五
＋
111 

年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
 

に
つ
い
て
 

補
正
額
一
一
五
、
八
三
八
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
6
号
 
昭
和
五
十
111 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
 

い
て
 

《
原
案
可
決
v
v
 

日
議
案
第
7
号
 
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
宅
 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
 

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 

に
つ
い
て
 

補
正
額
 
八
〇
、
三
六
一
千
 

円
の
減
額
 
《
原
案
可
決
》
 

。
、
議
案
第
8
号
 
昭
和
五
十
 

四
年
度
金
田
町
一
般
会
計
予
 

算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 
三
、
四
三
九
、
〇
 

二
四
千
円
 
《
原
案
可
決
V
 

④
議
案
第
9
号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

】
六
四
、
二
九
 

〇
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

⑩
議
案
第
 10 

号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
簡
易
水
道
事
業
 

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 
二
八
、
九
八
一
 

千
円
 

《
原
案
可
決
V
 

の
議
案
第
 11 

号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

e
議
案
第
 12 

号
 
昭
和
五
＋
四
 

年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
宅
 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 
三
三
六
、
九
」
一 

五
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
 13 

号
 
金
田
町
予
防
 

接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
 14 

号
 
工
事
請
負
契
 

約
の
締
結
に
つ
い
て
 

入
パ
原
案
可
決
》
 

◆
陳
情
の
審
議
 

傷
夷
軍
人
会
運
営
援
助
方
陳
 

情
に
つ
い
て
 

（
採
択
）
 

②
昭
和
五
＋
四
年
第
二
回
臨
時
 

町
議
会
が
昭
和
五
十
四
年
三
 

月
三
十
日
、
本
町
議
会
議
事
 

堂
に
招
集
さ
れ
、
 

一
日
間
の
 

会
期
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
議
案
 

が
慣
重
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

0
議
案
第
 15 

号
 
工
事
請
負
契
 

約
の
締
結
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
 
差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
⑩
 

同

和

対

策

 の
 
経
 
過
 

金
 

号
 

(‘。 
，
ー
 

第
 

号
 

《‘u 「I1 第
 

報
 

町
 

田
 

金
 

一
、
部
落
改
善
と
同
和
対
策
 

明
治
四
年
に
解
放
令
が
出
さ
 

れ
た
こ
と
は
、
同
和
問
題
の
画
 

期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
 

し
か
し
（
実
質
的
な
解
放
を
 

保
障
す
る
行
政
施
策
が
行
な
わ
 

れ
な
か
っ
た
結
果
、
そ
の
後
し
 

ば
ら
く
し
て
、
み
ず
か
ら
の
努
 

力
で
同
和
地
区
を
改
善
し
よ
う
 

と
す
る
自
主
的
な
運
動
が
、
同
 

和
地
区
住
民
の
あ
い
だ
か
ら
起
 

っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
 

明
治
維
新
に
つ
づ
い
て
お
こ
 

っ
た
自
由
民
権
運
動
に
刺
激
さ
 

れ
、
社
会
の
最
底
辺
に
抑
圧
さ
 

れ
て
い
た
同
和
地
区
住
民
が
自
 

主
的
運
動
に
走
っ
た
こ
と
は
当
 

然
で
あ
る
。
 
ル
ソ
ー
の
民
主
主
 

義
思
想
を
は
じ
め
て
わ
が
国
に
 

移
入
し
た
中
江
兆
民
と
そ
の
門
 

下
の
前
田
三
遊
は
、
し
き
り
に
 

同
和
問
題
を
論
評
し
て
同
和
地
 

区
住
民
の
自
覚
を
喚
起
す
る
こ
 

と
に
努
め
た
。
そ
の
影
響
を
う
 

け
た
青
年
ら
が
中
心
と
な
り
、
 

岡
山
県
の
一
角
に
、
 

「
備
作
平
 

民
会
」
と
い
う
改
善
運
動
団
体
 

が
生
ま
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
 

五
年
六
月
で
、
こ
れ
が
同
和
地
 

区
改
善
運
動
の
先
駆
と
な
っ
た
 

備
用
平
民
は
『
先
ず
同
族
間
 

の
積
弊
を
廓
清
し
、
し
か
る
後
 

外
に
対
し
て
う
っ
届
を
伸
べ
ん
 

と
す
る
』
方
針
の
も
と
に
、
風
 

教
改
善
、
道
義
の
鼓
吹
、
殖
産
 

教
育
の
奨
励
、
人
材
の
養
成
な
 

で
を
積
極
的
に
行
な
い
、
自
主
 

独
立
の
基
礎
を
固
め
、
し
か
る
 

の
ち
社
会
に
向
っ
て
反
省
を
促
 

そ
う
と
す
る
も
の
で
内
部
改
善
 

主
義
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
主
 

張
を
か
か
げ
て
い
た
。
 

つ
い
で
、
明
眉
三
十
六
年
七
 

月
、
大
阪
市
で
 
『
大
日
本
同
胞
 

融
和
会
』
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
 

の
創
立
総
会
に
は
、
東
京
、
愛
 

知
、
三
重
、
京
都
、
大
阪
、
奈
 

良
、
和
歌
山
、
兵
庫
、
岡
山
な
 

ど
の
、
府
具
を
は
じ
め
、
九
州
 

四
州
、
m
 

各
地
か
ら
三
〇
 

〇
人
に
の
ぼ
る
地
区
代
表
が
参
 

加
し
、
全
国
的
規
模
の
集
会
と
 

な
っ
た
。
こ
の
総
会
で
決
定
さ
 

れ
た
活
動
方
針
も
備
作
平
民
会
 

の
そ
れ
と
基
本
的
は
変
り
な
く
 

道
徳
の
修
養
、
風
俗
の
矯
正
、
 

教
育
の
奨
励
、
街
生
の
注
意
、
 

人
材
の
養
成
、
勤
倹
貯
蓄
、
殖
 

産
興
業
な
ど
を
か
か
げ
て
い
る
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
日
本
同
 

胞
融
和
会
の
結
成
は
、
改
善
運
 

動
が
全
国
的
に
発
展
し
た
と
い
 

う
意
味
で
大
き
な
意
義
が
み
と
 

め
ら
れ
る
。
 

日
露
戦
争
後
、
国
の
財
政
は
 

窮
迫
し
、
国
民
の
生
活
は
物
価
 

騰
貴
の
た
め
困
難
を
加
え
た
。
 

国
力
の
回
復
と
国
民
生
活
の
 

安
定
が
政
府
の
緊
要
な
課
題
と
 

な
っ
た
。
内
務
省
は
地
方
改
善
 

そ
 
の
 
一 
杯
 

断
 
わ
 
る

勇

気

 

第
六
回
金
田
町
町
民
体
育
太
主
 

開

催

に

つ

 い
て
 

金

田

町

中

央

公

民

館

 

陽
春
の
候
、
町
民
皆
様
方
に
 

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
 

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
町
民
 

体
育
大
会
も
回
を
重
ね
る
事
．
 

す
で
に
第
六
回
目
を
迎
え
ろ
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 
こ
れ
も
、
 

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
社
会
体
育
 

に
対
す
る
ご
理
解
の
た
ま
も
の
 

と
存
じ
ま
す
。
 

さ
て
来
る
五
月
二
十
日
（
日
）
 

左
記
の
通
り
町
民
体
育
大
会
が
 

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
の
で
、
青
少
年
か
ら
老
人
ま
 

で
多
数
参
加
ド
さ
い
ま
す
よ
う
 

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

日
時
 
54 
年
5
月
 20 

日
 

（
雨
天
の
場
合
は
 27 

日） 

午
前
八
時
三
十
分
開
会
 

場
所
 

金
田
中
学
校
運
動
場
 

（
予
定
）
 

町
民
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
／
 

昨年、金田小学校に於て行われた町民体育風景 

今

月

 

提

出

 

事
業
に
力
を
注
ぎ
、
模
範
町
村
 

の
設
定
を
奨
励
指
導
し
た
。
と
 

こ
ろ
が
、
関
西
地
方
の
府
県
知
 

事
は
、
同
和
地
区
が
あ
ま
り
に
 

も
劣
悪
な
状
態
に
あ
る
た
め
、
 

直
ち
に
模
範
町
村
な
ど
を
つ
く
 

る
こ
と
の
困
難
な
こ
と
を
訴
え
 

た
。
そ
の
後
政
府
は
‘
明
治
四
 

十
年
に
全
国
の
同
和
地
区
調
査
 

を
行
な
い
、
奨
励
金
を
交
付
し
 

て
『
模
範
部
落
」
や
〈
改
善
功
 

労
者
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
た
 

か
く
て
大
阪
、
和
歌
山
、
兵
 

庫
、
奈
良
、
京
都
、
三
重
な
ど
 

の
各
府
県
で
、
地
方
改
良
事
業
 

の
一
環
と
し
て
部
落
改
善
事
 

業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
い
た
 

っ
た
の
で
あ
る
。
 

が
 

、
フ
づ
く
〕
 

・
？
、
．
、
‘
．
●
？
●
、
‘
，
、
？
●
、
、
‘
？
●
、
・
●
、
、
《
●
、
！
●
・
？
・
 

お

知

ら

せ

 

！
、
‘
？
、
■
二
に
）
？
●
、
‘
！
、
●
●
●
、
●
●
‘
・
、
一
、
？
？
、
、
一
●
■
、
》
●
、
‘
 

『
役
場
庁
舎
内
課
の
配
 

置
が
変
り
ま
し
た
』
 

庁
舎
の
増
築
に
伴
い
五
月
一
 

日
よ
り
各
課
の
配
置
が
変
り
ま
 

す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は
何
か
 

と
御
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
 

い
ま
す
が
、
案
内
板
等
で
表
示
 

し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
 

総

務

課

 

、
？
●
、
、
！
●
J
？
、
、
‘
．
・
？
●
、
‘
●
●
■
‘
●
、
・
？
、
、
一
、
、
ぐ
I
，' 

日
 
赤
 
募
 
金
 
に
 

こ
 

協
 

力
 

を
 

住
民
課
福
祉
係
 

，
参
加
し
よ
う
赤
十
字
I

が
 

本
年
の
国
際
標
語
と
き
ま
り
、
 

全
国
的
に
五
月
一
日
か
ら
三
十
 

一
日
ま
で
を
赤
十
字
運
動
月
間
 

と
し
募
金
に
ご
協
力
願
う
こ
と
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
 

で
は
六
月
三
十
日
ま
で
に
婦
人
 

会
の
幹
部
の
方
々
が
奉
仕
団
と
 

し
て
皆
様
の
宅
に
お
伺
い
し
ま
 

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

人
道
博
愛
の
旗
印
の
も
と
年
 

額
三
百
円
以
上
の
社
員
に
加
人
 

し
ま
す
と
、
色
も
あ
ざ
や
か
な
 

門
標
（
社
員
の
表
札
）
が
お
手
 

許
に
届
き
ま
す
。
新
社
員
に
是
 

非
な
ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

事

故

を

 

は
『
現
況
届
J

一
び
 

月

で

す

 

o
障
 
害
 
年
 
金
 

母
子
〈
準
母
子
）
年
金
 

遺
 
児
 
年
 
金
 

o

寡
 
婦
 
年
 
金
 

国
民
年
金
の
年
金
支
払
は
、
 

3
月
、
6
月
、
9
月、 

12 

月
の
 

4
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
‘
今
 

後
も
引
続
き
年
金
の
支
払
い
を
 

受
け
る
た
め
に
は
、
現
況
届
を
 

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん。 こ
の
届
は
、
受
給
者
の
住
所
 

や
生
存
関
係
な
ど
を
確
認
し
、
 

こ
れ
か
ら
の
年
金
支
払
い
を
確
 

実
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
か
 

ら
、
こ
の
届
を
忘
れ
ま
す
と
9
 

月
期
分
以
降
の
支
払
い
が
差
し
 

止
め
ら
れ
ま
す
。
 

障
害
年
金
、
母
子
（
準
母
子
 

）
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
 

金
を
受
け
て
い
る
人
は
今
月
（
 

5
月
）
が
現
況
届
の
提
出
月
で
 

す
。
年
金
証
書
と
印
か
ん
を
持
 

つ
て
、
早
目
に
金
田
町
役
場
年
 

金
係
で
届
を
す
ま
せ
て
下
さ
 

5
 
月
 
詠
 
草
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

と
 

窓
の
外
に
風
立
ち
て
来
ぬ
多
忙
 

な
る
 

日
の
統
き
来
て
書
斉
の
 

中
の
わ
れ
 

海
 

ト
ー
ョ
 

7

 
阿
部
 
重
宏
 

7

小
野
ト
メ
子
 

高
木
美
代
子
 

ー

ー

 福
原
 
照
子
 

を
り
を
り
に
と
り
出
し
て
見
る
 
東
京
を
離
れ
し
日
の
こ
と
胸
に
 
窓
越
し
の
吾
に
注
ぎ
い
る
眼
 

初
孫
の
 
写
真
は
い
つ
も
ほ
ほ
 
抱
き
 
忘
れ
る
こ
と
な
き
三
十
 
差
に
 

強
く
ひ
か
れ
て
心
残
 

笑
み
て
を
り
 

三
年
 

し
ぬ
 

i
ー

中

村

 繁
生
 

ー
 

林
 
俊
信
 

ー

・

並

川

 
君
子
 

小
石
踏
め
ば
小
石
は
砂
に
埋
も
 
老
父
じ
っ
と
寝
つ
か
ず
に
あ
れ
 

」？ 

乾
き
」
踏
び
と
り
ゆ
く
 
ば
そ
の
足
に
 
触
れ
て
み
て
冷
 

た
き
に
驚
け
り
 

奥
山
に
い
か
な
る
人
の
住
む
な
 

ら
む
 

淡
き
煙
の
立
ち
の
ぼ
る
 

小
屋
 

藤
本
 
唯
彦
 

、 

ー

、

福

田

 

昌
 

ー
 

菊
池
 

一
枝
 

帯
し
め
つ
つ
こ
の
衣
ず
れ
の
音
 
真
実
の
あ
ふ
る
る
テ
レ
ビ
の
ひ
 

は
 
は
 

に
た
つ
 

亡
母
の
装
ひ
ま
せ
し
 
と
こ
ま
を
 
見
て
泣
く
わ
れ
を
 

日
の
面
影
 

父
は
笑
ひ
ぬ
 

昭
和
万
葉
集
第
一
回
の
配
本
を
 

め
く
 11 

ば
心
憂
し
友
征
き
し
 

春
雨
に
黒
光
り
見
す
貯
炭
場
の
 

石
を
拾
ひ
し
戦
前
思
ほ
ゆ
 

さ
よ
う
な
ら
と
固
く
握
り
し
 

友
の
手
の
 

ぬ
く
も
り
を
今
 

も
思
ひ
つ
つ
を
り
 

低
 

iβ 

つ 
商

業

統

計

調

査

に

 

つ

い

て

の

お

願

い

 

通
商
産
業
省
で
は
、
三
年
に
 

一
回
、
全
国
の
商
業
を
含
む
全
 

事
業
所
を
対
象
と
し
て
商
業
統
 

計
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
 

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
 

く
指
定
統
計
調
査
で
あ
り
、
い
 

わ
ば
『
商
業
に
つ
い
て
の
国
勢
 

調
査
」
と
も
い
う
べ
き
国
の
重
 

要
な
統
計
調
査
の
ー
つ
で
す
。
 

今
年
は
、
第
 14 

回
目
の
調
査
 

の
年
に
あ
た
り
、
六
月
一
日
現
 

在
で
調
査
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
商
業
統
計
調
査
は
我
が
 

国
の
商
業
及
び
商
品
流
通
の
現
 

状
を
正
確
に
は
握
し
、
国
や
都
 

道
府
県
、
市
町
村
が
い
ろ
い
ろ
 

な
計
画
を
作
成
し
た
り
、
ま
た
 

は
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
基
礎
 

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
 

も
に
、
商
業
者
の
皆
様
方
が
将
 

来
の
経
営
方
針
を
た
て
る
う
え
 

で
の
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
の
 

重
要
な
役
割
で
す
。
 

調
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
 

都
道
府
県
知
事
に
よ
つ
て
任
命
 

さ
れ
た
調
査
員
が
皆
様
方
の
各
 

店
舗
ご
と
に
伺
っ
て
調
査
票
の
 

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
 

は
あ
つ
め
ま
す
の
で
、
お
忙
し
 

い
と
こ
ろ
お
手
数
で
す
が
、
調
 

査
票
の
記
入
提
出
に
つ
い
て
よ
 

ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

四
則
 

少
年
の
非
行
・
自
殺
 

五
則
 

防
 

止
 

十
 

則
 

金
田
町
青
少
年
補
導
連
絡
会
 

一
則
 

非
行
・
自
殺
の
サ
イ
ン
 

を
見
落
す
な
。
 

ニ
則
 

子
供
を
孤
独
に
す
る
な
 

三
則
 
死
の
教
育
を
す
る
な
。
 

》
 

」
ハ
則
 

七
則
 

八
則
 

九
則
 

十
則
 

子
供
の
頭
で
考
え
よ
う
 

家
庭
で
は
よ
く
話
し
合
 

」つ。 
親
は
聞
き
役
に
ま
わ
れ
 

夫
婦
は
仲
よ
く
し
よ
う
 

子
供
は
模
倣
で
育
つ
。
 

し
つ
け
は
ふ
だ
ん
か
ら
 

親
自
身
の
性
格
を
見
直
 

そ
う
。
 

《
・
・
？
、
・
・
？
●
・
？
●
●
●
…
●
一
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・
？
●
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？
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？
・
‘
・
う
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・
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ご
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1
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く
一
、
5
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園

、

 ー、 

（
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

‘
ー
』
 

J 
''''"'.' 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

？
 

ー
 

‘
 

ー
 

・

ー

 

『
 

辰
島
 
宗
 

？
魚
跳
ね
る
英
彦
の
流
れ
 

『 

五
月
晴
れ
 

花
見
酒
踊
る
 
」
も
レ
生
吹
雪
w
 

和
田
 

玉
吉
》
 

椿
花
水
の
淡
き
を
赤
く
咲
く
」
 

ーマーキュァ撫難久摩温室育ち」柳加」子一 

【J 

桑
野
つ
る
絵
 

火
の
し
し
て
即
ち
今
日
の
 

花
衣
 

J【
短
 
歌
】
 

一 

辰
島
 
宗
一
一
 

英
彦
川
岸
辺
に
う
つ
る
 

” 
指
先
の
や
ぶ
れ
手
ぶ
く
ろ
 

春
の
ー
と
と
き
 

（ 

草
む
し
る
 

〉 

宇
野
か
な
女
 

桑
野
つ
る
絵
 

一
癒
近
き
姑
の
好
み
知
活
く
る
身
報
醸
隷
紗
 

” 

調
べ
た
し
か
む
 

“ 

吉
武
善
次
郎
 

？ 
指
先
の
や
ぶ
れ
手
ぶ
く
ろ
 

絶
え
ま
な
く
嘱
る
雲
雀
 

菜
の
河
原
 

亀
田
シ
ノ
ブ
 

一
人
寝
の
心
に
思
ふ
 

桑
野
つ
る
絵
 

克
芳
 

賑
か
に
桜
の
花
を
酒
に
盛
り
 

妻
と
呼
び
居
し
 

人
な
れ
ば
夢
に
ま
み
え
て
？
 

」
・
・
？
●
・
？
●
、
〈
●
、
く
《
、
ら
、
・
●
、
、
‘
．
、
《
、
・
？
●
・
？
、
‘
●
‘
》
、
5
、
、
‘
．
・
？
，
、
《
、
、
‘
．
、
・
，
、
・
，
，
・
，
‘
．
・
J
、
、
に
，
一
？
7
 

？ 

【
俳
 
句
】
 

坂
山
二
、
E

り
」
 

ー
 
町
議
会
が
昭
和
五
1
四
年
三
月
 

画 

英
彦
川
埠
辺
に
」
っ
「
一
る
 

》 

「 

原
田
 
豊
茂
 

釣
り
人
の
影
二
つ
三
つ
一
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3 
才

児

一

 

検
 

診
 

斉 

母
子
保
健
法
に
基
づ
き
、
3
 

報
 
才
児
一
斉
検
診
を
コ
ン
ク
ー
ル
 

を
兼
ね
て
行
な
い
ま
す
。
 

3
才
児
は
、
肉
体
的
、
精
神
 

的
に
重
要
な
発
育
時
期
に
あ
り
 

町
 
ま
す
o

お
子
様
の
健
康
を
守
り
 

今
後
の
育
成
に
役
立
て
て
い
た
 

だ
く
た
め
の
指
導
を
致
し
ま
す
 

田
 

の
で
、
 

多
数
参
加
し
て
下
さ
 

い。 
0

と
 
き
 

5
月
 18
 

日
 
（
金
曜
日
）
 

1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

O

と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

田
該
当
者
 

50 

年
4
月
1

日
生
れ
か
ら
 

51 

年
3
月
 31 

日
生
れ
の
者
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
御
持
参
 

下
さ
い
。
 

●
●
‘
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
ー
 

ー
1
 

0
 

5
月
期
の
乳
児
育
児
 

相
談
の
取
り
や
め
に
 

金
 

つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）
 

第1 73 号 

毎
月
第
三
金
曜
に
乳
児
育
児
 

相
談
を
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
 

が
、
五
月
十
八
日
（
金
曜
）
は
中
 

央
公
民
館
に
お
い
て
三
才
児
一
 

斉
検
診
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
 

五
月
は
取
り
や
め
に
な
り
ま
す
 

身
 
体
 
障
 
害
 
者
 

巡
 

回
 

相
 

談
 

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
身
体
 

障
害
者
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
 

多
少
で
も
身
体
に
障
害
の
あ
る
 

方
は
、
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
 

一
、
日
時
 

5
月
 24 

日
（
木
）
 

午
前
 10
 

時
か
ら
午
 

後
3
時
ま
で
 

一
、
場
所
 
糸
田
町
町
民
会
館
 

一
、
そ
の
他
 

印
か
ん
、
身
障
手
帳
は
必
ら
 

ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

◆
手
帳
申
請
者
は
写
真
代
実
費
 

（
二
百
円
）
程
度
を
持
参
し
 

て
下
さ
い
。
 

◆
満
 18 

才
未
満
の
児
童
の
相
談
 

は
5
月
 22
 

日
香
春
町
中
央
公
 

民
館
と
5
月
 23 

日
、
川
崎
町
 

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
 

◆
戦
傷
病
者
巡
回
相
談
は
5
月
 

23
 

日
川
崎
町
中
央
公
民
館
で
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

◆
内
部
障
害
者
は
当
日
は
診
察
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

旧
軍
人
恩
給
の
制
度
 

緩

和

 に

つ

い

て

 

0
年
今
制
限
の
緩
和
 

戦
地
加
算
を
六
十
五
才
以
上
 

六
十
五
才
未
満
と
な
っ
て
お
 

り
ま
し
た
が
、
六
十
五
才
以
 

上
、
六
十
五
才
未
満
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

e
最
低
補
償
額
が
決
定
し
ま
し
 

た
。
そ
れ
は
、
短
期
在
職
者
 

が
主
体
で
す
。
 

田
尚
、
仮
定
俸
給
の
是
正
も
わ
 

ず
か
な
が
ら
ア
ツ
プ
さ
れ
ま
 

し
た
。
以
上
要
約
し
た
条
項
 

で
す
．
 

く
わ
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
せ
 

下
さ
い
。
ま
た
o
e
に
つ
い
て
 

は
十
月
か
ら
の
支
給
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

田
川
市
郡
旧
軍
人
恩
給
連
盟
 

田
川
郡
副
会
長
 

伊
 
藤
 

環
 

電
話
②
三
入
九
五
番
 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
 

会
の
開
催
に
つ
い
て
 

こ
の
た
び
聴
覚
障
害
者
の
福
 

祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
者
 

に
対
し
、
手
話
等
の
講
習
を
行
 

い
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
 

福
岡
県
内
に
居
住
し
、
手
話
奉
 

仕
員
と
し
て
熱
意
の
あ
る
官
公
 

庁
職
員
、
社
会
福
祉
関
係
職
員
 

看
護
婦
、
高
等
学
校
以
上
の
学
 

生． 

一嶋 

．
」
者
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
講
習
会
会
場
は
赤
池
 

町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
、
開
 

講
は
昭
和
 54 

年
5
月
 21 

日
で
す
 

尚
、
申
込
み
手
続
き
等
の
詳
し
 

い
こ
と
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
 

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

確
定
申
告
が
間
違
っ
 

て
い
た
と
き
は
 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
 

告
を
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
 

ど
の
た
め
、
申
告
し
た
内
容
に
 

間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
 

た
人
は
、
正
し
い
申
告
に
直
す
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

⑥
申
告
し
た
税
金
が
少
な
適
ぎ
 

た
と
き
 

申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
つ
 

た
り
、
還
付
を
受
け
た
税
金
が
 

多
過
ぎ
た
と
き
は
『
修
正
申
告
 

」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
 

で
は
、
追
加
の
税
金
だ
け
で
な
 

く
、
余
分
に
過
少
申
告
加
算
税
 

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
 

こ
 

⑥
申
告
し
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
 

と
き
 

間
違
っ
て
税
金
を
納
め
過
ぎ
 

て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
 

金
が
少
な
か
っ
た
と
き
は
「
更
 

正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
が
 

で
き
る
の
は
、
申
告
期
限
か
ら
 

一
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

( 53 

年
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
 

55 

年
3
月
 15
 

日
ま
で
で
す
）
 

⑥
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
人
が
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
 

と
き
は
、
今
か
ら
で
も
確
定
申
 

告
（
『
期
限
後
申
告
」
）
を
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

修
正
申
告
、
更
正
の
請
求
、
 

期
限
後
申
告
の
手
統
き
な
ど
わ
 

か
ら
な
い
点
は
、
最
寄
り
の
税
 

務
署
や
税
務
相
談
室
で
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
 

軽自動車税 

納期限5月31 日
 

福
 
岡
 
県

警

察

官

 

採
 

用
 

試
 

験
 

一
、
採
用
予
定
人
員
約
 70 

人
 

ニ
、
試
験
日
時
 

o
第
一
次
試
験
 

（
日
曜
）
 

6
月
3

日
 

ロ
第
二
次
試
験
 
7
月
上
旬
 

o
最
終
合
格
発
表
 8

月
上
旬
 

三
、
試
験
地
 

o
福
岡
市
口
北
 

九
州
市
o

飯
塚
市
o

久
留
米
 

市
 

四
、
受
験
資
格
 

昭
和
 26 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
 

和
 36 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
 

れ
た
男
子
一
 

五
、
受
験
申
込
、
 

父
付
期
間
 

o
4
月
 19 

日
（
木
曜
）
か
ら
 

5
月
 18 

日
（
金
曜
）
ま
で
 

六
、
身
体
検
査
基
準
 

身
長
 60 

m
以
上
、
胸
囲
 78 

m
 

以
上
、
体
重
 47 

取
以
上
、
弁
 

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
 

運
動
に
ち
な
む
郵
便
ハ
 

ガ
キ
の
配
布
に
つ
い
て
 

色
力
ー
完
全
で
あ
る
こ
と
。
 

こ
の
た
び
、
郵
政
省
で
は
身
 

七
、
採
用
…
…
 54 

年
9
月
以
降
 
障
者
強
調
運
動
に
ち
な
み
重
度
 

【
初
任
給
】
 

の
身
障
者
（
1
級
又
は
2
級） 

高
校
卒
 
約
九
そ
七
00
円
 

の
方
に
ハ
ガ
キ
を
】
人
に
つ
き
 

短
大
卒
 
約
究
、
八
8
円
 

20 

枚
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

大
学
卒
 
約
石
七
元
8
円
 

し
た
。
 

八
、
問
合
わ
せ
先
 

申
出
の
期
間
は
昭
和
 54 

年
4
 

田
川
警
察
署
警
務
課
 

月
1

日
か
ら
5
月
 31 

日
ま
で
で
 

皿
（
。
設
甚
）
②
二
一
二
〇
番
 

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
 

九
、
そ
の
他
 

し
い
こ
と
は
郵
便
局
又
は
役
場
 

こ
の
試
験
の
合
格
者
の
採
用
 
福
祉
係
に
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
 

は
、
昭
和
 54 

年
9
月
以
降
と
 

な
る
た
め
、
昭
和
 55 

年
3
月
 

卒
業
見
込
み
の
者
は
受
験
で
 

き
な
い
。
 

窓

口

営

業

時

間

が

 

4
月
 16 

日
か
ら
次
の
 

よ
う
に
変
更
に
な
り
 

ま
し
た
 

【平 

日】 

午
前
9
時
か
ら
 

午
後
4
時
ま
で
 

【
土
曜
日
】
 

午
前
9
時
か
ら
 

正
午
ま
で
 

な
お
、
電
話
に
よ
る
こ
注
文
 

お
問
合
せ
等
は
従
来
ど
お
り
 

で
す
。
 

【平 

日】 

午
前
8
時
 30 

分
 

か
ら
午
後
5
時
迄
 

【
土
曜
日
】
 

午
前
8
時
 30 

分
 

か
ら
午
後
0
時
 

30 

分
ま
で
 

田
川
電
報
電
話
局
 

い。 あ
 
り
 
が
 
と
 
う
 

こ
 
ざ
 
い

ま

し

た

 

金
田
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
へ
 

中
 
村
 

ッノ
 

ィ
 
殿
 

一 

木
 
昌
 
弘
 
殿
 

教
育
後
援
会
へ
 

池
 
田
 
升
 
雄
 
殿
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

一 

木
 
昌
 

池
 
田
 
升
 
雄弘 

殿殿 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
、
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

（一 」

 

ー

ー

 


